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[要約] 

背景； 

 自己免疫性胃炎（autoimmune gastritis：AIG, A 型胃炎）は自己反応性 T 細胞

によって胃壁細胞が破壊される疾患である。自己免疫性胃炎は、本邦において

は頻度の少ない疾患とされてきた。しかし、近年は増加傾向にあり、特に、高

齢女性の高度萎縮例では潜在的に存在している可能性がある。 

自己免疫性胃炎を診断する意義は、①悪性貧血、亜急性連合性脊髄変性症等

のリスク、②鉄欠乏性貧血を引き起こすことがある、③胃癌や胃神経内分泌腫

瘍の高リスク群である、④甲状腺などの自己免疫性疾患を高率に合併するこ

と、である。 

これまで自己免疫性胃炎の診断基準はなく、内視鏡所見、組織所見、胃自己

抗体、血清ガストリン値などから、総合的に各施設の基準で診断が行われてき

た。病初期の自覚症状に乏しい疾患であり、診断基準が明確ではなかったこと

から、これまで過小診断されていた可能性も考えられる。これまでの診断に関



する国内外のエビデンスや研究会における議論を集約し、新たな診断基準を策

定する必要がある。 

 

結果； 

筆者らは自己免疫性抗体陽性に加え、A 型胃炎で特徴的な内視鏡所見および組

織所見の少なくとも一方を認めた場合を自己免疫性胃炎の診断基準とした。 

 

[Take home massage] 

・診断基準の策定により、今後自己免疫性胃炎の過小診断率が減少していくこ

とが期待される。 

・現時点で自己免疫性胃炎の治療法はなく、治療ガイドラインは存在しない。

しかし、自己免疫性胃炎の早期診断を促し、follow up による合併症への早期対

策が期待される。 

 



 

 



 



 



 



 


